
【開催報告】第４回庁内ワークショップを開催しました！  

■ワークショップの様子 

（１）これまでのワークショップの振り返り 
・ これまでのワークショップの振り返りとして、第１回～第３回市民ワークショップ、第

１回～第３回庁内ワークショップの内容及び、日野市地域共創プラットフォームで実
施した、政策の優先順位に関する意見募集･投票募集に関して説明を行いました。 

 

（２）戦略骨子案の説明 
 戦略骨子案（第４回庁内ワークショップ時点のもの）について、説明しました。 

 
（３）グループワーク 
 以下の２つのテーマについて、グループディスカッションを行いました。 

 ワーク①「戦略骨子案と既存計画との整合性を確認し、KGI･KSF の修正要否･修
正内容を検討する。」 

 ワーク② 「市役所の取り組み （施策）が戦略骨子案の KSF の実現につながること
を、論理的に説明できるか確認する。論理的なつながりに改善点のある「施策～
KSF」のロジックモデル（※１）を補強する。」 

（※１：ロジック・モデル（logic model）とは、政策の論理構造、すなわち具体的政策･ 

施策の内容とその効果をつなぐ論理のことを指します。) 
 各グループで３つまたは４つの行政分野を担当し、合計で 14 の行政分野について議論

しました。 
 

〈行政分野（14 分野）〉 

 
 

  



〈グループディスカッションの様子〉 
 

  

  
 

〈補足説明〉KGI・KSF・施策 
 第４回庁内ワークショップで議論した、「KGI・KSF・施策」は、最終目標である「あ

るべき姿」と、施策の進捗を測る「KPI」を含め、ピラミッド構造で接続されます。 
 土台となる市役所の日々の取り組み（施策）が、KSF（重要成功要因）の実現、KGI

（重要目標達成指標）の向上につながり、ひいてはあるべき姿（基本目標）の実現に
つながっていきます。 

 ワーク①では、戦略骨子案で掲げた KGI･KSF について議論しました。 
 ワーク②では、施策と KSF の論理的なつながりについて議論しました。 

〈あるべき姿・KGI・KSF・施策・KPI の関係〉 

 

  



（４）最終発表 
 グループワークのまとめとして、これまで話し合った結果についてグループ毎に発表し

ました。 
 各グループの意見は、戦略骨子案のブラッシュアップに活用いたします。 

 
〈発表の様子〉 

  

  

 

〈各グループの発表内容〉 
【グループ 1】行政分野：安全安心・危機管理／都市基盤・交通／住宅・居住環境 
（ワーク①）戦略骨子案における KGI･KSF の修正要否･修正内容を検討する。 

 



 

 
（ワーク②）「施策～KSF」のロジックモデルを補強する。 

 

  



【グループ２】行政分野：行財政運営・ファシリティマネジメント／経営戦略・DX／健康・医
療／地域コミュニティ・共生・共創 
（ワーク①）戦略骨子案における KGI･KSF の修正要否･修正内容を検討する。 

 

 

 

 
  



（ワーク②）「施策～KSF」のロジックモデルを補強する。 

 
【グループ３】行政分野：教育・生涯学習／子ども・子育て／福祉・包摂 
（ワーク①）戦略骨子案における KGI･KSF の修正要否･修正内容を検討する。 

 

 

 



（ワーク②）「施策～KSF」のロジックモデルを補強する。 

 

 
【グループ４】行政分野：産業・雇用／環境・GX／農業・観光／芸術文化・スポーツ  
（ワーク①）戦略骨子案における KGI･KSF の修正要否･修正内容を検討する。 

 

 

 



 

（ワーク②）「施策～KSF」のロジックモデルを補強する。 

 

 

 
 


